
歳
末
報
恩
行
並
大
黒
尊
天
法
楽
祭
の
ご
案
内 

宗
祖
日
蓮
大
聖
人
曰
く 

『
大
黒
天
神
と
申
し
奉
る
は
、
世
間
の
楽
及
び
涅
槃
の
楽
を
得
、

貧
窮
の
衆
生
に
は
福
力
を
与
え
、
病
あ
る
衆
生
に
は
良
薬
を
与

え
、
智
無
き
者
に
は
智
者
と
成
し
、
短
命
の
者
に
は
長
命
を
成

し
、
悪
心
の
者
は
善
心
と
成
す
』 

本
年
の
納
め
と
し
て
、
一
年
の
御
礼
の
報
恩
修
行
を
含
め
、
更
に
各
家
の
大
黒
さ

ま
に
法
味
を
捧
げ
ま
す
。 

宗
祖
も
お
祀
り
さ
れ
た
「
福
の
神
」
大
黒
さ
ま
は
、
商
売
の
み
な
ら
ず
家
内
を
円

か
に
す
る
神
で
す
。
一
人
一
人
の
怒
り
憎
し
み
五
欲
を
、「
笑
み
」
を
も
っ
て
取
り
除

き
、
正
し
い
心
・
正
し
い
行
い
を
導
き
、
家
内
が
和
合
し
、
寿
福
を
も
た
ら
し
ま
す
。 

毎
日
大
黒
さ
ま
を
拝
し
、
み
ん
な
が
「
円
い
」「
笑
顔
」
の
「
大
黒
」
に
な
り
ま
し

ょ
う
。 

～
「
縁
」
を
「
円
」
に
し
て
「
得
ん
」
～ 

 

日 

時 

十
二
月 

二
十
一
日(

日) 

午
後
一
時 

い
、
大
黒
さ
ま
を
持
参
下
さ
い(

枡
・
幣
束
も
。
幣
束
は
新
し
く
取
替
え
ま
す) 

ろ
、
法
楽
料
は
ご
志
納
で
す 

に
、
供
物
・
・
黒
豆(

何
袋
で
も)

・
豆
腐
一
丁 

を
持
参
下
さ
い 

全
て
持
帰
っ
て
頂
き
ま
す
の
で
分
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い 

ほ
、
新
た
に
勧
請
し
た
い
方
は
ご
連
絡
下
さ
い 

 
 

へ
、
当
日
は
早
め
に
ご
来
寺
下
さ
る
か
、
前
も
っ
て
大
黒
様
を
お
持
ち
下
さ
い 

【
沐
浴
に
つ
い
て
】 

秘
法
の
煮
汁
で
、
一
年
の
垢
を
落
と
す
「
沐
浴
」
を
皆
で
致
し
ま
す 

マ
ス
ク
・
筆
・
拭
き
タ
オ
ル(

新
品
か
専
用
タ
オ
ル)  

を
持
参
下
さ
い 

 

※
ご
不
明
な
点
は
ご
遠
慮
な
く
ご
相
談
下
さ
い 

 

越
前
市 

 

妙 

智 

寺 


